
 
様式 C-7-2 

自己評価報告書 

平成 23 年 3 月 16 日現在 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

研究分野：政治学 

科研費の分科・細目：政治学・政治学 
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１．研究計画の概要 

本研究は、武力の整備および運用をめぐる
政策決定に適用可能な規範的正当化の原則
を明らかにすることを最終的な目的とし、関
連する研究分野のうち、とくに安全保障研究
と平和研究を考察対象としてその研究成果
を規範的政治理論のなかで接合し、もってこ
れら３分野における平和と武力の相互関係
についての理解を批判的に吟味するための
基礎を据えることを本申請課題の到達目標
としている。 
 

２．研究の進捗状況 

 積極的な資料収集とその吟味の結果、研究
計画作成段階の想定に反して、対象とする研
究領域それぞれの最先端研究においては研
究成果の相互摂取が思いのほか進捗してい
ることを把握することができた。しかも、そ
れぞれの研究の最先端においてはおおよそ
共通する特徴として、「リベラルな平和」の
構想に対する批判的な吟味があるとの見通
しも得ることができた。加えて、このような
研究動向についてだけ言えば、規範的政治理
論においてはJ.グレイのmodus vivendi論が
同じ方向性を示しながら、研究分野内におい
てはまだ充分に浸透していない点で、他の分
野よりも検討の進展が遅れているとも言え
る一方、他の２分野においては依然として正
戦論に対する期待が高いことも明らかにな
った。このために安全保障研究と平和研究の
研究成果を規範的政治理論に持ち込むとい
う所期の目的そのものだけでは、独創的な研
究成果をもたらすという期待に充分に応え
られないことが明らかになった。 

 

３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している。 
 (理由) 
本申請課題は、武力の整備および運用を巡

る政策決定に関する議論に対して、そうした
政策の規範的正当化がどのようにしてなさ
れうるのかを検討するための理論的原則を
提示するという本研究の最終目的を達成す
るために、安全保障研究と平和研究の研究成
果を規範的政治理論の言語において総合す
ることをねらうものであり、この点で、とり
わけ安全保障研究においては、すでにこの方
向での取り組みが相当程度に進んでいるこ
と、また平和研究においても比較的進んでい
るとの知見を得られており、しかも方向性と
して「リベラルな平和」批判という一致点が
存在するとの見通しも得ているなど、目標の
達成に向かって着実に研究が進捗している。 
 
４．今後の研究の推進方策 
計画の当初段階では、規範的政治理論の術

語と視座を安全保障研究および平和研究に
適用することで相当程度に独創的な学術的
貢献ができるとの見通しをもっていたが、こ
れまでの研究によってこうした方向での各
研究分野間での相互参照は思いのほか進ん
でいることが明らかになったので、当初の研
究計画に若干の修正を加え、安全保障研究お
よび平和研究の最新の研究成果を用いて、規
範的政治理論を批判的に吟味することに重
心をおくことで、３分野の研究成果を総合す
るという本研究課題の到達目標を着実に実
現したい。 
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